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国土交通省有識者会議
における協議状況
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静岡市
令和５年７月21日
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リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全会議）について

【有識者会議（環境保全）の目的】

国土交通省は、リニア中央新幹線静岡工区におけるJR東海の環境保全に関する取組みに対して、科学
的・客観的な観点から議論を行うことにより、JR東海に対して指導・助言等を行うため、有識者会議

を開催する。

【委員】

(座長）中村 太士 北海道大学 教授

（専門分野）生態系管理学

（委員）德永 朋祥 東京大学 教授

（専門分野）地下水学、地圏環境学

大東 憲二 大同大学 特任 教授

（専門分野） 環境地盤工学

丸井 敦尚 国立研究開発法人 産業技術総合研究所

地圏資源環境研究部門 招聘研究員
（専門分野）地下水学

辻本 哲郎 名古屋大学 名誉教授

（専門分野）河川工学、河川生態学

保高 徹生 国立研究開発法人産業技術総合研究所

地質調査総合センター研究グループ長
（専門分野）リスク学、地盤環境工学

竹門 康弘 大阪公立大学 客員研究員

（専門分野）生態系管理学

板井 隆彦 静岡淡水魚研究会 会長

（静岡県生物多様性 専門部会より）
（専門分野）動物生態学（水生生物（魚類））

増澤 武弘 静岡大学 客員教授

（静岡県生物多様性 専門部会より）
（専門分野）植物生態学、 環境生物学

リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の第１回（2020.4）から第13回（2021.12）の会議では、水資源に

ついて科学的・工学的な観点から議論が行われ、2021年12月に中間報告がまとめられた。
その後、会議の議論の内容を環境保全（生物多様性等の保全）に変更し、委員も新たに任命し、2022年６月

４日有識者会議（環境保全会議）を開始した。
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国土交通省有識者会議（環境保全会議）の開催状況

開催日 議事

第14回（第１回環境保全会議） 2022年６月８日 中間報告の振り返り、今後の進め方

第15回（第２回環境保全会議） ８月２日 ヒアリング（県）

第16回（第３回環境保全会議） ８月31日 ヒアリング（静岡市）、県専門部会資料等の提示

第17回（第４回環境保全会議） 10月７日 ヒアリング（川根本町・島田市）、委員現地視察報告

第18回（第５回環境保全会議） 11月16日 ヒアリング（㈱十山・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ）

第19回（第６回環境保全会議） 12月20日 論点整理(案)

第20回（第７回環境保全会議） 2023年２月14日
沢の流量分析(GETFLOWSの調整)、沢の動植物調査、土
壌水分量変化の予測、工事計画と水質等の管理

第21回（第８回環境保全会議） ４月11日 沢の類型化、ツバクロの緑化計画

第22回（第９回環境保全会議） ５月16日
沢の流量分析、発生土置き場等による環境への影響分
析・評価

第23回（第10回環境保全会議） ６月23日 沢の流量分析、沢の類型化、水生生物等への影響

静岡市は、第15回（第2回環境保全会議）でヒアリングを受けた。また、すべての会議にオブザーバーとし
て参加している。
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環境保全に関する論点
出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料1-2
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環境保全に関する論点 ①トンネル掘削に伴う地下水位変化による沢の水生生物等への影響
出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料1-2に市加筆
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静岡市の認識 ①トンネル掘削に伴う地下水位変化による沢の水生生物等への影響

トンネル掘削

沢の流量減少により水生生物や植生に
どの程度影響が生じるのか

水生生物や植生へ影響する
どの沢がどの程度、流量が減少するのか

沢の流量が減少する
流量の減少の程度は場所によって異なる

何らかの程度で地下水位が低下する

トンネル内へ水が流出

シミュレーション等により
予測が必要

評 価

必要に応じ、回避・低減策等
の検討

発生する可能性が
高い現象

影響評価の論点



（参考）JR東海の当初解析モデルによる地下水位変化のシミュレーション結果

77

出展：第６回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2020.10.27） 資料４ P68

JR東海モデル 地下水位（計算上）予測値縦断図（南北方向（椹島付近））：トンネル掘削完了20年後



GETFLOWSによる沢の流量変化の分析について

88

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P3 市加筆

沢の流量変化の分析方法について、有識者会議では次のような流れで検討が行われている。



GETFLOWSによる沢の流量変化の分析について

99

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P3 市加筆



静岡市モデルにおける上流部の沢等の流量の解析値と観測値を比較
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比較結果
・流域に断層を含む沢等で観測平均値に対して解析値が小さくなる傾向にある。
・解析モデルでは断層部の透水性を大きく設定していることにより、地下への
浸透量が大きく、地表面への湧出量が小さくなることから、解析上の流量が
小さく算出されていると考えられる。
※【静岡市モデルの設定】主要な断層の透水係数：1.0×10-5(m/s)
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今後、上流域の沢の影響分析を実施することを踏まえ、現状の静岡市モデルにおける大井川上流部の沢等の
流量について、解析値と観測値の比較を行った。

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P14

観測箇所の位置図

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P15



主要な断層の透水係数の変更について
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①透水係数1.0×10-５(m/s)の場合

②透水係数1.0×10-6(m/s)の場合

検証結果の考察
・透水係数の変更前（断層部1.0×10-5(m/s)）には、断層沿いに地下へ浸透し、その後直
接本川へ流出するという地下水流動方向であったものが、透水性を下げることにより、地
表面への上向きの地下水流動方向となる。

・これに伴い、沢へ湧出する地下水が増え、解析上の沢流量が増加したことにより、流域に
断層を含む流量の小さい沢等についても解析値が観測平均値に近づいたものと考えられる。

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P18

現状の静岡市モデルでは、主要な断層の透水性を大きく設定（1.0×10-5(ｍ/s)）していることにより、解析上
の流量が小さく算出されていると考えられることから、解析モデル上での主要な断層の透水性を小さくするこ
とにより解析と観測平均値との整合性が改善されると考えられる。

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P２2

透水係数1.0×10-6(m/s)の場合



主要な断層の透水係数の変更について
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①透水係数1.0×10-５(m/s)の場合

②透水係数1.0×10-6(m/s)の場合

検証結果の考察
・透水係数の変更前（断層部1.0×10-5(m/s)）には、断層沿いに地下へ浸透し、その後直
接本川へ流出するという地下水流動方向であったものが、透水性を下げることにより、地
表面への上向きの地下水流動方向となる。

・これに伴い、沢へ湧出する地下水が増え、解析上の沢流量が増加したことにより、流域に
断層を含む流量の小さい沢等についても解析値が観測平均値に近づいたものと考えられる。

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P18

現状の静岡市モデルでは、主要な断層の透水性を大きく設定（1.0×10-5(ｍ/s)）していることにより、解析上
の流量が小さく算出されていると考えられることから、解析モデル上での主要な断層の透水性を小さくするこ
とにより解析と観測平均値との整合性が改善されると考えられる。

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P２2

透水係数1.0×10-6(m/s)の場合

（静岡市注）
説明文全体の文脈の中での表現とはいえ、「静岡市が透水係数を大きく設定した」旨の表現は適切で
はない。透水係数等の解析諸係数は、その解析目的に応じて設定するものである。
この表現では静岡市の解析が不適切という印象を与える。



上流域の沢の影響分析の進め方

13

静岡市モデル

「上流域の沢の影響分析」という目的を踏まえ、新たに上流域に特化した設定に変更する。

【 透水係数 】 主要な断層の透水係数 1.0×10-５（ｍ･ｓ）

【 解析範囲 】 面積 約2,300ｋｍ２（右図の赤線内）

【 格子設定 】 幅250ｍを目安とする

※トンネルの格子 西俣斜坑・千石斜坑・工事用道路トンネルは
実際の計画より大きく設定している。

上流域モデル

【 透水係数 】 主要な断層の透水係数 1.0×10-６（ｍ･ｓ）

【 解析範囲 】 面積 約376ｋｍ２（右図の緑線内）

【 格子設定 】 トンネル周辺の約３kmは幅約50ｍ
トンネルから離れた領域は約100～300ｍを目安

※トンネルの格子 西俣斜坑・千石斜坑・工事用道路トンネルは
実際の計画と同じ大きさ。

出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料2-1 P22

現状の静岡市モデルでの地下水位低下量図と解析範囲

（2016年）



静岡市モデルの解析条件
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静岡市モデル

解析範囲の設定
南アルプスの大半（大井川水系上流部）を包含し、
流域の分水界の外側を囲む範囲

【境界条件】
・モデルの側面及び底面は閉境界（非流入出境界）
・境界部の河川は水の流出のみを許す境界（流出境界）

解析領域

県境

中央新幹線

水域

出展：平成28年度 静岡市南アルプス地域水循環モデル構築業務 成果報告書（2017.3）



静岡市モデルの解析条件
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本坑及び先進坑に沿わせた格子

導水路トンネルに沿わせた格子

非常口トンネルを含む格子(地表投影)

工事用トンネルを含む格子(地表投影)

断層に沿わせた格子

重要でない断層を含む格子

地質断面図

出展：平成28年度 静岡市南アルプス地域水循環モデル構築業務 成果報告書（2017.3）



上流域の沢の影響分析に特化した上流域モデル（新モデル）
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上流域モデル

新たな解析範囲の設定にあたり留意した点
・国交省有識者会議の第１回から第13回の中で確認された静岡県内の地下
水位低下範囲を解析範囲内に含めること。

・解析上の境界設定が静岡県内の上流域の沢の影響分析に影響を及ぼさな
いよう、解析境界とトンネル近傍の静岡県内の沢流域との間に、十分な
離隔をとること。

【境界条件】

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料１ P26

上流域モデル 解析範囲

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023..5.16） 資料１ P26

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料１
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上流域の沢の影響分析に特化した上流域モデル（新モデル）

上流域の沢の影響分析の進め方
・主要な断層の透水係数を１×10-6(㎥/s)に変更
・上流域に特化した解析範囲や格子サイズの設定
・西俣斜坑、千石斜坑、工事用トンネルの格子サイズを実際に計画して
いるトンネルの大きさと等しい大きさとする

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議(2023.5.16) 資料１ P27

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P29

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料１ P28

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料１ P27

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料１
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上流域モデルでの解析結果

上流域モデルの解析結果から得られた知見（抜粋）
①流域に主要な断層を含む沢のうち、流域内で主要な断層とトンネルが
交差するような沢において流量減少の傾向が見られたため、このような沢は
注意が必要である。

②断層とトンネルが交差する箇所への薬液注入は、沢の流量減少を低減する効果
が期待できる。

今後の方針
①高速長尺ボーリング等の地質調査を実施し、確認された断層の位置や規模等に
ついて上流域モデルの解析条件と比較し、必要に応じてそれらの情報を沢の流
量変化の検討に反映する。

②上流域モデルで流量減少の傾向が確認された沢に重点をおいて、モニタリング
の検討を進める。

トンネル、主要な断層、沢流域の位置関係
出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P36

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１ P34
トンネル掘削による沢流量変化

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料１
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環境保全に関する論点 ②トンネル掘削に伴う地下水位変化による高標高部の植生への影響について
出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料1-2に市加筆
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静岡市の認識 ②トンネル掘削に伴う地下水位変化による高標高部の植生への影響

発生する可能性が
高い現象

トンネル掘削

影響評価の論点

植生に影響が生じる
可能性がある

高標高部の地表面付近が
地下水位の「影響を受けている」か否か

地下水位の低下が高標高部の地表面付近の水分量の変化に影響し、
それが植生へ影響するか否か

何らかの程度で地下水位が低下する

トンネル内へ水が流出

調査等により確認が必要判断の根拠

地下水位の
低下の影響

植生への影響は
極めて小さい

回避・低減策等の検討

yes no
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南アルプス高標高部における現況調査
出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P10



22

南アルプス高標高部における調査概要について
出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P49
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南アルプス高標高部における調査概要について
出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P48
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調査① 地質や地下水の帯水状況を調査（カール部・稜線部）

A．掘削調査
【掘削調査の目的】
・カール部、稜線部において、地表面から50㎝～１m程度までを人力で掘削し、地質や含水状況を確認する。

【想定される結果】
・文献資料と同様に地表面付近に薄い落葉・落枝層や腐食を含む層が存在し、それらの下層には角礫層が存在すると
考えられる。

B．電気探査
【電気探査の目的】
・掘削調査で確認した角礫層の、水分に関する情報と面的な広がりを確認するために、地表面付近の比抵抗分布を
把握できる探査対象、深度が１～1.5ｍ程度、測線延長10ｍ程度の電気探査を実施する。

【想定される結果】
・電気探査の結果、地表面から最も浅い箇所（地表面から10㎝～20㎝程度まで）では、落葉・落枝層や腐食を含む
層の存在によって、低い比抵抗分布が確認されると考えられる。

・それらの下層において、

ー低い比抵抗分布が確認されれば、水分を含んだ角礫層であると考えられる。

地表面から供給される水分を保持している、もしくは仮に地表面付近に地下水が存在した場合には毛管現象
により、地下水を吸い上げている可能性があると考えられる。
→その他の調査結果も踏まえ、トンネル掘削による影響を検討する。

ー高い比抵抗分布が確認されれば、水分ではなく空気を多く含んだ角礫層であると考えられる。こうした角礫層は

仮に地表面付近に地下水があったとしても、毛管現象により地下水を吸い上げられないと考えられる。
→トンネル掘削により深部の地下水が低下したとしても、落葉・落枝層や腐食を含む層の土壌水分量に影響はない
と考えられる。その他の調査結果も踏まえ、この考察をより確かなものとする。

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P23



25

調査① 地質や地下水の帯水状況を調査（線状凹地の池等）

A．掘削調査
【掘削調査の目的】
・駒鳥池においてボーリング調査（深さ10ｍ程度）を行い、水はけの悪い層（粘土層等）やその下層の風化帯等、地下水の帯水状況を確認する。

【想定される結果】
・地表面付近に水はけの悪い層（粘土層等）が存在し、その上部に水が溜まっていると想定している。
また、水はけの悪い層の下層には、風化帯等が存在することを想定している。

・ボーリング調査の結果、水はけの悪い層の下層の風化帯等において不飽和帯が確認できれば、池の水と深部の地下水は直接的には

つながっていないと考えられる。

B．電気探査
【電気探査の目的】
・掘削調査で確認した地質の面的な広がりを確認するために、探査対象深度が10～15ｍ程度、測線延長50ｍ程度の電気探査を実施し、
地下の比抵抗分布を調査する。

【想定される結果】
・水はけの悪い層は、低い比抵抗値を示すと考えられる。
・低い抵抗値を示す範囲が駒鳥池周辺に平面的に広がっていること等を確認し、掘削調査の結果をより確かなものとする。

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P32



26

調査② 高標高部の土壌水や湧水等の起源を調査

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P38



27

調査② 高標高部の土壌水や湧水等の起源の調査方法

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P40



28

調査③ 地表面付近の土壌水分を計測

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P43



29

調査③ 地表面付近の土壌水分の計測箇所

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P44



30

高標高部の植生への影響分析・評価の全体像

出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料３ P４

高標高部の植生への影響分析・評価の全体像



31

環境保全に関する論点 ③地上部分の改変箇所における環境への影響
出展：第21回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.4.11） 資料1-2に市加筆



静岡市の認識 ③地上部分の改変箇所における環境への影響

発生する可能性が
高い現象

作業ヤードからトンネル湧水等を河川へ放流

影響評価の論点

水生生物に影響が生じ
る可能性がある

水生生物の生息環境が
水質、水温の変化の「影響を受ける」か否か

河川の水質、水温の変化が、水生生物の生息環境の変化につなが
り、それが水生生物の生息等へ影響するか否か

何らかの程度で河川の水質、水温が変化する

調査等により確認が必要判断の根拠

河川の水質、水
温の変化の影響

水生生物への影響は
極めて小さい

発生土置き場から雨水等が河川へ流入

回避・低減策等の検討

32

人の健康被害

（省略）

yes no
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水質等の管理について

①トンネル湧水等の「水質管理」 ③発生土置き場からの排水の水質管理

②トンネル湧水等の「水温管理」 ④生活排水の水質管理

トンネル湧水等、生活排水の水質測定箇所 発生土置き場からの排水の水質測定箇所

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P54、73



34

①トンネル湧水等の「水質管理」：トンネル湧水等の処理の流れ

施工ヤードにおけるトンネル湧水等の処理の流れ（イメージ）

工事中の河川への放流箇所

切羽における掘削工事により発生する濁水と切羽後方の濁りが少ないトンネル湧水に分離し、
濁水として処理を行う水量の低減を図る。

トンネル湧水等は、河川に放流する前と放流先河川にお
いて、水質の計測を行い管理する。
・水素イオン濃度（ｐH）
・浮遊物質量（ＳＳ）
・自然由来の重金属等

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P38



35

①トンネル湧水等の「水質管理」：水質管理基準

河川放流前

水質汚濁防止法の一律排水基準だけでは水質汚濁防止が不十分な地域において、都道府県が条例で定める
より厳しい基準（上乗せ排水基準）が定められており、大井川水域も該当となっている。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P39、40



①トンネル湧水等の「水質管理」：水質の測定項目・測定頻度

河川放流前 放流先河川

ｐH、ＳＳ（濁度換算）については、処理設備内に計測機器を設置し、自動計測による常時計測を行い、
管理基準値以下に処理した上で放流する

自然由来の重金属については、１回/日を基本に簡易
計測を行い、あらかじめ定めた管理基準値以下になるよ
うに、排水処理剤により不溶化処理を（重金属等が水に
溶け出すことのないような物質に変えること）等を行い、
沈殿、脱水のうえ建設汚泥として適切に処理する。

36
処理設備における処理のフロー（イメージ） 出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P42

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P41
出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P54



37

①トンネル湧水等の「水質管理」：処理設備の配置計画

トンネル掘削工事開始時には、各坑口ヤードに処理設備を配置する。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P50-52



①トンネル湧水等の「水質管理」：トンネル抗内処理設備の配置

38

※トンネル湧水量（本坑、先進坑、斜坑）
※濁水処理設備（300ｍ３/時）

各坑口ヤードにおける処理設備設置計画（トンネル掘削開始時）

トンネル坑内における処理設備設置計画（トンネル掘削中）
（※仮に３ｍ3/秒の濁水が発生した場合）

【トンネル湧水量の管理値：３ｍ3/秒】
（10,800 ｍ3/時）

⇒必要な濁水処理設備 36基

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P53

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P50



①トンネル湧水等の「水質管理」：工事完了後の水質管理

河川放流前

放流先河川

39

工事完了後の水質計測地点
出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P55、56出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P57



②トンネル湧水の「水温管理」：河川の水温予測結果

40

・一般的に、地下水は地熱によって深度が深いところほど、水温が高いとされる。
・特に冬期において、トンネル湧水の水温が放流先河川の水温よりも高くなる可能性がある。
⇒河川の水温変化により生活環境の縮小や産卵への影響など水生生物へ影響を及ぼす可能性が考えられる。

西俣ヤード
・春季～秋季は現状の河川水温が高く、河川流量も多いため、
トンネル湧水等の放流による水温変化は小さい結果となっている。

・冬季は現状の河川水温が低く、河川流量も少ないため、
トンネル湧水等の放流による水温上昇がみられる。

椹島ヤード
・四季を通じて河川流量に対するトンネル湧水等の量が大きいため、
水温が上昇する結果となっている。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P61 出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P62



②トンネル湧水の「水温管理」：水温変化の低減対策

41

工事完了後の水質計測地点

・トンネル湧水等の水温については、河川への放流前の処理設備内において、常時計測を行う。
・実際の水温やトンネル湧水量、河川流量等を踏まえ、可能な限り放流先河川の水温に近づけるよう低減対策を行う。

（具体的な低減対策）
・トンネル湧水を分散放流し、放流箇所１箇所での急激な水温変化を低減する。
・冬季はトンネル湧水をヤード内の沈砂池を経由させて、外気に曝す。
・トンネル湧水に積雪を混合してから放流する。
・魚類の産卵場所への放流を回避する。
・放流口における減勢工の設置を行う。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P58

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P64



②トンネル湧水の「水温管理」：水温変化の確認

河川放流前

放流先河川

放流先河川

42

河川放流前

【工事前・工事中】

【工事完了後】

河川放流前の処理設備内において常時計測

放流先河川の水温の計測地点

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P65

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P65

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P66

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P66



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画平面図（通常土の発生土置き場）

43

ツバクロ発生土置き場（通常土）の排水設備計画平面図

・小段ごとに排水工や集積桝を設置することにより、雨水等が発生土に浸透する前に集積して速やかに排水し、濁水の発生自体を
抑制する。

・地山との接続箇所には地山接続排水工を設置することにより、周囲の地山からの表面水の侵入を防ぐ。
・現地盤に地下排水工を設置するとともに、小段部分や盛土内に水平方向へ排水できる設備を設置し、縦排水工や雨水排水工を
通じて、盛土内に侵入した水を集めて排水する。

・縦排水工内に水位計を設置することなどにより、盛土内の水の状況を確認する。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P69



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画平面図（通常土の発生土置き場）

44

ツバクロ発生土置き場（通常土）の排水設備計画平面図

・沈砂池については、静岡県盛土条例の内容を踏まえて、４か月間の貯砂容量を備えたものとし、工事中は大雨なども考慮して
点検や４か月に１回程度の浚渫などを行う。

・排水設備について、100年確率における降雨強度（最大180ｍｍ/時程度）に対し、２割の排水余裕を持たせる。
（参考：静岡県盛土条例では、５年確率における降雨強度（最大140ｍｍ/時程度）以上で設計することが定められている。）

・排水設備は、工事実施段階から適切に設置するとともに、シート養生や仮設沈砂池も設けることで、工事実施段階における
濁水の発生を抑制する。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P69



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画横断イメージ図（通常土の発生土置き場）

45

【工事中】

【工事完了後】

ツバクロ発生土置き場（通常土）の排水設備計画横断イメージ図

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P70



③発生土置き場からの排水の水質管理：盛土条例の水質基準（通常土の発生土置き場）

46

静岡県盛土条例に定める水質基準（自然由来の重金属等）

放流先河川の水質の測定地点（発生土置き場）
出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P73

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P71



③発生土置き場からの排水の水質管理：水質の測定項目等（通常土の発生土置き場）

47

放流先河川

河川放流前

放流先河川

河川放流前

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P72-75



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画平面図（要対策土の発生土置き場）

48

藤島発生土置き場（対策土）の排水設備計画平面図

・表面排水について、遮水シートの上部や側面の覆土に、高さ５ｍごとに小段を設けて盛土していき、小段ごとに排水工や
集積桝を設置することにより雨水等が覆土に浸透する前に集水し、降雨時等における濁水の発生を抑制する。

・排水設備の設計は、通常土の発生土置き場と同様に100年確率における降雨強度（最大180ｍｍ/時程度）に対し、２割程度の
排水余裕を持たせた設計を進めている。

・排水設備に加え、観測井を設置し、対策土に含まれる自然由来の重金属等が地下水へ漏出していないか、定期的に観測していく。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P77



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画平面図（要対策土の発生土置き場）

49

藤島発生土置き場（対策土）の排水設備計画平面図

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P77



③発生土置き場からの排水の水質管理：排水設備計画横断図（要対策土の発生土置き場）

50

藤島発生土置き場（対策土）の排水設備計画横断図

藤島発生土置き場（対策土）の排水処理の流れイメージ（工事中）

・対策土の浸透水については、遮水シート
の内側に地下排水設備を敷設し、対策土
の浸透水を盛土下流側へ設置する水処理
施設（浸透水処理施設）に集水し、処理
設備等により適切に処理した上で河川へ
放流する。

・盛土造成作業終了後は都度、対策土の
上部に遮水シート等を設置し、浸透水の
発生量を低減する。

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P77、78



③発生土置き場からの排水の水質管理：工事中の排水処理イメージ（要対策土の発生土置き場）
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放流先河川

河川放流前

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P81

藤島発生土置き場（対策土）の放流水等の水質測定地点イメージ

藤島発生土置き場（対策土）の排水処理の流れイメージ

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P78 出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P80-82



③発生土置き場からの排水の水質管理：工事後の排水処理イメージ（要対策土の発生土置き場）
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放流先河川

河川放流前

藤島発生土置き場（対策土）の放流水等の水質測定地点イメージ

藤島発生土置き場（対策土）の排水処理の流れイメージ
出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P84

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P83-85



④生活排水の水質管理
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河川放流前

生活排水に係る水質の測定地点

高度浄化装置における管理基準

放流先河川

・循環型風呂の使用
（排水量を1/3に抑制）

・浄化装置のポンプは
二重系化する

・停電に備え、予備の
電源を確保する

・異常時に備えて、予め
汲み取り式トイレを配
備しておく

出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P88 出展：第22回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.5.16） 資料2-1 P86-87


